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本
市
の
人
口
増
及
び
税
収
増

は
今
後
の
成
長
戦
略
に
か
か
っ
て

い
る
。
特
に
対
応
す
る
３
部
（
総

合
政
策
部
、
環
境
経
済
部
、
都
市

整
備
部
）
の
短
期
、
中
期
、
長
期

計
画
が
重
要
で
あ
る
。

平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
及
び

５
年
後
、
10
年
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

人
口
増
や
税
収
増
の
取
り
組

み
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、
そ
の
相

乗
効
果
に
よ
り
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
各
事
業
の
実
施
に
よ
る

人
口
増
へ
の
影
響
を
測
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
税
収
に

つ
い
て
も
社
会
経
済
の
情
勢
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
事
業
の
成
果
に
よ
る
増
収
分

の
み
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。平

成
25
年
度
の
本
市
の
事
業

及
び
税
金
支
出
が
市
民
か
ら
見
て
、

公
平
性
に
欠
け
て
い
る
と
の
意
見

が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、

観
光
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

委
託
料
１
４
５
万
円
、
地
場
産
業

振
興
事
業
９
４
２
万
円
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
本
計
画
策
定
委
託
料

６
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
補
助
金
４
５
０
０
万
円
等
の

事
業
目
的
、
こ
の
税
金
支
出
の
受

け
手
が
同
じ
団
体
と
偏
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
行
田
ら
し
い
ま
ち
並

み
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
創
出
基
本

計
画
検
討
委
員
会
」
や
、「
景
観
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

委
員
と
計
画
の
受
け
皿
団
体
に
同

じ
人
物
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
い

い
の
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
補
助
金

を
交
付
す
る
行
政
の
立
場
側
、
そ

の
補
助
金
を
受
け
る
団
体
役
員
に
、

本
市
の
課
長
が
い
る
こ
と
は
問
題

と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

職
員
が
特
定
非
営
利
活
動
法

人
に
参
加
す
る
こ
と
は
地
方
公
務

員
法
上
に
お
い
て
も
問
題
は
な
い
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
行

田
市
地
域
防
災
計
画
の
一
部
修
正

が
あ
っ
た
が
、
竜
巻
被
害
の
発
生

等
を
受
け
て
、
災
害
発
生
時
の
迅

速
な
対
応
と
危
機
管
理
体
制
の
強

化
が
必
要
で
は
。

３
月
に
見
直
し
を
行
い
、
災

害
時
要
援
護
者
対
策
の
充
実
、
放

射
能
汚
染
対
策
を
講
じ
、
さ
ら
に

観
光
客
の
安
全
対
策
を
盛
り
込
ん

だ
。
今
後
、
突
発
的
か
つ
地
域
限

定
の
豪
雨
や
竜
巻
被
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
を
周
知
徹
底
し
、
職
員

一
人
一
人
の
危
機
管
理
能
力
を
高

め
て
い
き
た
い
。

こ
の
た
び
の
竜
巻
被
害
、
住

家
の
一
部
損
壊
に
対
し
、
１
世
帯

１
万
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
た
が
、

今
後
の
自
然
災
害
に
対
す
る
見
舞

金
制
度
は
作
る
の
か
。

国
の
支
援
法
の
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
、
市
独
自
の
見
舞
金
要

綱
を
策
定
し
支
給
し
た
。
見
舞
金

の
支
給
件
数
は
１
１
８
件
、
総
額

は
１
１
８
万
円
。
今
後
の
見
舞
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況

及
び
近
隣
の
自
治
体
の
状
況
を
勘

案
し
判
断
し
た
い
。

●
通
学
路
（
市
道
）
の
整
備

斉
条
地
区
内
の
通
学
路
（
市

道
）
は
、
夏
は
雑
草
が
児
童
の
膝

上
ま
で
伸
び
、
大
雨
が
降
る
と
冠

水
し
、
水
が
引
く
と
ぬ
か
る
み
、

ま
っ
た
く
未
整
備
の
状
況
で
放
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
学
路
の
整

備
計
画
は
あ
る
の
か
。

要
望
に
対
し
て
は
、
各
課
と

連
携
調
整
し
、
早
期
の
対
応
を
し

て
い
る
。
当
該
通
学
路
は
、
一
般

道
と
し
て
の
要
望
が
あ
り
、
現
在

整
備
に
向
け
調
査
中
で
あ
る
。

関
係
者
と
の
調
整
を
図
り
、

道
路
整
備
を
実
現
す
る
の
が
市
の

仕
事
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
に
実
施

す
る
の
か
。

平
成
20
年
度
に
現
地
測
量
を

実
施
し
た
。
今
後
は
、
地
権
者
等

と
協
議
し
な
が
ら
、
早
期
に
整
備

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
と
と
も

に
空
き
家
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

平
成
20
年
の
総
務
省
調
査
に
よ

る
本
市
の
空
き
家
率
は
12
・
７
％

で
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
老
朽
化
し
た
空
き
家
の
放
置

が
、
地
域
住
民
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

埼
玉
県
が
本
年
10
月
に
空
き
家

対
策
の
対
応
指
針
と
モ
デ
ル
条
例

を
作
成
し
て
示
し
て
お
り
、
ま
た
、

国
で
の
特
別
措
置
法
案
成
立
に
向

け
た
動
き
等
を
踏
ま
え
て
、
本
市

で
も
よ
り
実
効
性
の
あ
る
空
き
家

問
題
に
係
る
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

現
在
、
空
き
家
に
関
連
す
る

諸
問
題
に
つ
き
現
況
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
市
内
の
老
朽
化
し
た

空
き
家
等
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

先
進
市
の
事
例
や
県
の
空
き
家
対

策
対
応
指
針
な
ど
を
参
考
に
、
条

例
案
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

平
成
26
年
２
月
に
実
施
予
定
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
早
期
に
条
例
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

空
き
家
の
放
置
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
県
で
は
モ
デ
ル
条

成 長 戦 略

本
市
の
成
長
戦
略
と

事
業
目
的
及
び

税
金
支
出
の
公
平
性

高

橋

弘

行

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

竜巻による被害

危 機 管 理

災
害
発
生
時
の

迅
速
な
対
応
と

見
舞
金
の
支
給
は

栗

原

二

郎

（
日
本
共
産
党
）

空き家対策

空
き
家
問
題
へ
の

実
効
性
あ
る
対
策
を

小

林

友

明

（
新
政
策
研
究
会
）


